


情報の分類と組織化情報の分類と組織化

• 「分類は知のはじまり」

物事を体系化→全体を把握• 物事を体系化→全体を把握

• 分類 (classification)
• 分類法・学 (taxonomy)
• 類似性 (similarity)
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LATCH: ５つの整理棚LATCH: ５つの整理棚
(Richard Saul Wurman)

1. Location（場所）

2. Alphabet（アルファベット、50音順）

3. Time（時間）

4. Category（カテゴリ）

5. Hierarchy（連続量）

–7

分類の演習分類の演習

–8

分類の演習分類の演習

なす、新聞、ほうき、キカイダ―、にわとり、なす、新聞、ほうき、キカイダ 、にわとり、

リンゴ、学生、いす、トマト、コンピュータ、

ピラニア、テレビ、掃除機、くじら

–9



視点･観点

分類は、視点･観点によって異なる

–11

ウィトゲンシュタイン（1989 1951）ウィトゲンシュタイン（1989‐1951）

ゲーム

家族的類似性

チェス トランプ

ゲ ム

座ってやる

ゴルフ卓球
ボ ルを使うボールを使う

多人数可対 多人数可１対１
–16

言葉 文化との関係言葉、文化との関係

葉 概念• 言葉⇔概念

– 山 ： 高くもりあがった地形山 高くもりあ た地形

– 平野 ： たいらに広がった地形

丘 ： ？– 丘 ： ？

• 文化

– ドイツではトマトは果物

– 日本での魚の細かい名前日本での魚の細かい名前

–17

オーバーゾーニングオーバーゾーニング

貨店 売 場• 百貨店の売り場

– 地下：食品、１階：化粧品、２階：洋服地下 食品、 階 化粧品、 階 洋服
３階：スポーツ用品、…

• オーバーゾーニング

– スキーの売り場：スキー用品、ツアー予約、
チェーン、道路地図、健康飲料、…

–18



http://www.linnaeus.uu.se/tradgardsvandring/indexEng.php?ID=3 http://www.linnaeus.uu.se/tradgardsvandring/indexEng.php?ID=4

http://www.linnaeus.uu.se/tradgardsvandring/indexEng.php?ID=7http://www.linnaeus.uu.se/tradgardsvandring/indexEng.php?ID=5



アダンソンの植物分類• アダンソンの植物分類

– 多くの形質を考慮し、多くを共有するものを
グループ化

– 類型分類類型分類

• ラマルクの動物分類

動物の進化の系統を再現する分類– 動物の進化の系統を再現する分類

– 系統分類

– ダーウィンの「種の起源」後、盛んに研究

• 化石などでわかることは小数化石などでわかることは小数

• 形態学的、発生学的、細胞学的形質による
類型分類

–23

人為分類 vs 類型分類人為分類 vs. 類型分類

• 人為分類 ： 少数の形質を人為的に選択人為分類 ： 少数の形質を人為的に選択

• 類型分類 ： 多くの形質の共有を調べる
（アダンソンの植物分類→ 数量分類学）（アダンソンの植物分類→数量分類学）

–24

数量分類学数量分類学

特徴ベ 性 束 個体を表• 特徴ベクトル（属性の束）で個体を表現

• 個体間の類似度＝特徴ベクトルの類似度

– 一致係数、ユークリッド距離、角度

• クラスタ分析

類似度 高 も をまとめる– 類似度の高いものをまとめる

–25

特徴ベクトル特徴ベクトル

属性

f1 f2 f3 f4 f5 f6
A 0 1 0 0 1 1A 0 1 0 0 1 1
B 1 0 1 1 1 0
C 0 1 0 1 0 0個体 C 0 1 0 1 0 0
D 1 0 1 0 0 1
E 0 1 0 1 1 1

個体

E 0 1 0 1 1 1

–26



類似度（一致係数）類似度（ 致係数）

A B C D E
A 1 1/6 3/6 2/6 5/6
B 1 2/6 3/6 2/6
C 1 1/6 4/6
D 1 1/6
E 1

–27

クラスター分析クラスター分析

樹

2/6
樹
形
図

3/6

図

5/6

4/6

5/6

Ａ Ｅ Ｃ Ｂ Ｄ
–28

図書の分類図書の分類

–29

図書館の歴史図書館の歴史

古• 古代

– アレキサンドリア図書館、蔵書目録ア キサン リア図書館、蔵書目録

• 中世

修道院や教会の図書館– 修道院や教会の図書館

– 数百から２０００冊程度

• ルネッサンス以降

大学 学問分野 主題による分類– 大学、学問分野、主題による分類

–30



図書館の歴史図書館の歴史

世紀• １８世紀

– 教育、中産階級教育、中産階級

– 会員制図書館、貸本屋

１９世紀• １９世紀～

– 公共図書館

– 十進分類法、コロン分類法

–31

図書の分類図書の分類

書架分類• 書架分類

– 図書館の棚のどこに何をおくか図書館 棚 何をおく

• 書誌分類

書誌情報（タイトル 著者名 主題等）の分類– 書誌情報（タイトル、著者名、主題等）の分類

– 主題の分類を設定

– そこへ各図書を対応付ける

–32

進 類 デ 際 本十進分類法（デューイ、国際、日本）

０００ 総記

１００ 哲学と心理学

７００ 芸術

７１０ 生活、造園１００ 哲学と心理学

２００ 宗教

３００ 社会科学

７１０ 生活、造園

７２０ 建築学

７３０ 造形美術 彫刻３００ 社会科学

４００ 言語

５００ 自然科学と数学

７３０ 造形美術、彫刻

７４０ 絵画、装飾美術

７５０ 画法 絵５００ 自然科学と数学

６００ 技術（応用科学）

７００ 芸術

７５０ 画法、絵

７６０ 工芸美術、印刷、版画

７７０ 写真術 写真７００ 芸術

８００ 文学と修辞学

９００ 地理学と歴史

７７０ 写真術、写真

７８０ 音楽

７９０ 娯楽 演芸９００ 地理学と歴史 ７９０ 娯楽、演芸

–33

コロン分類法コロン分類法

ど 主 を 定４０ほどの主題を設定
ｚ 総記 ＢＺ 物理的科学

１ 知識 Ｃ 物理学

２ 図書館学 Ｄ 工学

３ 図書学 Ｅ 化学

４ ジャーナリズム Ｆ 技術

Ａ 自然科学 Ｇ 生物学

ＡＺ 数理科学 Ｈ 地学数理科学 地学

Ｂ 数学 … ...

–34



コロン分類法（ファセット）コロン分類法（ファセット）

医学• 医学
– 器官 ： 眼、胃、血液、骨、…
– 分科 ： 解剖学、生理学、疾病、衛生、…

• 絵画絵画
– 様式 ： 日本画、西洋画、宗教画、…
素材 ： 人物 風景 静物– 素材 ： 人物、風景、静物、…

– 材料 ： 紙、木、ガラス、…
技法 構図 色彩 水彩 油絵– 技法 ： 構図、色彩、水彩、油絵、…

–35

ことばの分類ことばの分類

–36

シソーラスシソーラス

語 上位 位 同義関係などを体系的 整理したも• 語の上位下位、同義関係などを体系的に整理したもの

– Roget’s Thesaurus (1852)

が• 一般用語については同義関係が中心、単語の選択の手
助け

e.g. 角川類語新辞典

分類語彙表（国立国語研）分類語彙表（国立国語研）

NTT日本語語彙大系

WordNet
Longman Language Activator

–37

専門用語のシソーラス専門用語のシソーラス

分 学 体系を する• 分野の学問体系を明らかにする
（専門用語集＋α）

• 文献検索での統制言語

等価関係（優先語 非優先語）– 等価関係（優先語、非優先語）

– 階層関係（上位語、下位語）

– 連想関係

e.g. JSTシソーラス（4万語）

–38



情報検 索情報検 索

–39

情報検索（文書検索）情報検索（文書検索）

テキストの特徴ベクトル表現→類似度計算

図書検索– 図書検索

– 新聞記事検索

– 電子メール検索

W bペ ジ検索– Webページ検索

– 社内文書検索

–40

インターネットインターネット

広義 複数 ピ タネ ク 相 接続• 広義：複数のコンピュータネットワークの相互接続

• 狭義：国際的に広く相互接続されたもの（The Internet）
• 歴史：

1969年アメリカの国防総省によるARPANET1969年アメリカの国防総省によるARPANET
1984年日本の学術組織の研究用ネットワークＪＵＮＥＴ

1991年欧州素粒子物理学研究所のティム・バーナーズ=リー1991年欧州素粒子物理学研究所のティム バ ナ ズ=リ
がWorld Wide Webプロジェクトを発表

• 特定の集中した責任主体はなく 接続している組織• 特定の集中した責任主体はなく，接続している組織
が各ネットワークを管理

–41

ウェブ（World Wide Web WWW）ウェブ（World Wide Web, WWW）

インタ ネ ト上で提供されるハイパ テキストシス• インターネット上で提供されるハイパーテキストシス
テム

• 文書はHTML（ハイパーテキスト記述言語）で記述• 文書はHTML（ハイパ テキスト記述言語）で記述，
別文書への参照（リンク）を埋め込むことでインター
ネット上の文書の相互参照を可能とする

• ウェブディレクトリ：1994年 Yahoo!
• 検索エンジン

1994年WebCrawler, Infoseek, Lycos
1995年 AltaVista, Excite （日本：Yahho, ODiN, 千里眼）
1998年 G l1998年 Google

出典：http://ja.wikipedia.org/wiki/Www–42



–43

検索エンジン＝クローラー＋全文検索検索エンジン＝クローラー＋全文検索

• ハイパーリンクをたどってHTML文書を収集• ハイパーリンクをたどってHTML文書を収集

し，巨大な索引を作成し，全文検索をおこ
なうなう

World Wide Web
ＨＴＭＬ
テキスト

クローラー
World Wide Web

索引作成

索引全文検索文検索

利用者 サーチエンジン
–44

転置インデックス（索引）転置インデックス（索引）

文書１ 言語 言語 コンピュータ 問題 問題文書１ 言語、言語、コンピュータ、問題、問題

文書２ コンピュータ、問題、問題、情報

文書３ 言語、問題、問題、問題、情報、情報

文書４ 問題 情報文書４ 問題、情報

言語 文書１、文書３

コンピュ タ 文書１ 文書２コンピュータ 文書１、文書２

問題 文書１、文書２、文書３、文書４

情報 文書２、文書３、文書４
–45

語の重要度（TF.IDF）
語の頻度（T F ）

TF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

語の頻度（Term Frequency）

IDFTF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 2 0 1 0

IDF

2

コンピュータ 1 1 0 0 2

1問題 2 2 3 1

情報 0 1 2 1

1

1.3情報 0 1 2 1

全文書数 / 語の出現する文書数全文書数 / 語の出現する文書数
（Inverse Document Frequency） –46



語の重要度（TF.IDF）

TF IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3情報 0 1.3 2.6 1.3
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特徴ベクトル特徴ベクトル

属性

f1 f2 f3 f4 f5 f6
A 0 1 0 0 1 1A 0 1 0 0 1 1
B 1 0 1 1 1 0
C 0 1 0 1 0 0個体 C 0 1 0 1 0 0
D 1 0 1 0 0 1
E 0 1 0 1 1 1

個体

E 0 1 0 1 1 1
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語の重要度（ ）語の重要度（TF.IDF）

言語 問題 検索

TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0コンピュ タ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3

6 (2) 5 (1)
–49

PageRank
「多くの良質な ペ ジから参照され る

PageRank
• 「多くの良質なWebページから参照されている
Webページは良質である」

１００ ５４＋５０

＋５０

 v)R()R(
５０１２ ＋４


 


uv v

u )()R(

＋４

＋４
ARR c

–50



アンカーテキストの利用アンカ テキストの利用

• アンカーテキスト : リンクが張られた文字列
例：<a href=“http://www.kyoto‐u.ac.jp/”>京都大学</a>

• アンカーテキストはリンク先テキストの一部とみなすアン テキ リンク先テキ 部 みなす

特定のトピックに関連し 「京都大学京都大学

京都大学

京都大学

– 特定のトピックに関連し、

被参照数の大きいWeb
ペ ジが検索されやすい

「京都大学」京都大学

「京都大学」
「京都大学」

ページが検索されやすい

– リンク先に含まれない
Kyoto Univ. http://www.kyoto-u.ac.jp/
「Kyoto Univ.」

語句でも検索できる

（例：“京大”）
「京大」

「京大」

京大

（例： 京大 ） 「京大」
京大

–51

語×文書の行列

TF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４TF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 2 0 1 0

コンピュータ 1 1 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1 2 1情報 0 1 2 1

–52

語×文書の行列

TF IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3情報 0 1.3 2.6 1.3

–53

語句の類似度語句の類似度

意味が似た語は似たコンテキストで出現 [Fi th57]意味が似た語は似たコンテキストで出現 [Firth57]

の診察 の診察

医者

の診察

に相談

の許可 医師

の診察

に相談

の許可≒

廃止する
制度を

条例を
‥‥

≒
（述語間）

中止する
制度を

条例を
‥‥

医者
が増える

の不養生
‥‥

医師
が増える

が転機
‥‥

≒
（名詞間）

PET
が有効

の受診 ≒ PET検査
が有効

の受診

人にうつる媒介して 発病
≒ 人に感染する

媒介して 発病

の受診
‥‥

≒
（複合名詞）

の受診
‥‥

人にうつる
‥‥ ≒

（述語項間）
‥‥

人に感染する
‥‥ ‥‥

魅了する
感動的で 離さない

≒ 心をとらえる感動的で 離さない
魅了する

‥‥ ≒
（慣用句）

‥‥
心をとらえる

‥‥ ‥‥

–54



情報推薦情報推薦

(4×0 9+5×0 7)/2=3 6

商品１ 商品２ 商品３ 商品

(4×0.9+5×0.7)/2=3.6

商品１ 商品２ 商品３ 商品４

ユーザ A 5 1 2 ユーザA?

ユーザ B 4 1 3 －0.9
との類似度

ユーザ C 2 5 1

ザ

－0.3

0 9ユーザ D 5 2 4 2

ユーザ E 5 5 3

0.9

0.7ユ ザ E 5 5 3

–55

フォ クソノミ (f lk )フォークソノミー (folksonomy)
• folks（民衆）＋taxonomy（分類法）

• ユーザによるウェブ上の情報へのタグ付けザによるウェブ上の情報 のタグ付け
（分類）

• 共同作業による分類 タグの検索やタグを付共同作業による分類．タグの検索やタグを付
けた人，その人がつけた他のタグを調べるこ
とができる．とができる．

例） はてなブックマーク（ソーシャルブックマー
ク） Flickr（写真共有サイト） ニコニコ動画ク），Flickr（写真共有サイト），ニコニコ動画
（動画共有サイト）

–56

ま と めま と め

• LATCH: ５つの整理棚

Location Alphabet Time Category Hierarchy– Location, Alphabet, Time, Category, Hierarchy

• 人為分類 vs.類型分類（類似性）類 類 類 類

– 動植物分類

– 図書の分類法

– ことばの分類ことばの分類

– 情報検索、情報推薦

–57

11/17 27：演習11/17,27：演習

11/17（火）11/17（火）
• 場所：学術情報メディアセンター南館２０３

• 演習課題：図書をNDCに基づいて分類する演習課題：図書をNDCに基づいて分類する

KULINEの分類検索機能を使う

はてなブックマークを使用する

• 準備：メディアセンターのアカウントの確認とはてなアカウントの取得

11/27（金） ※曜日に注意！
• 場所：附属図書館３階ライブラリ ホ ル• 場所：附属図書館３階ライブラリーホール

• 演習課題：図書をNDLCに基づいて分類する

附属図書館の書架でブラウジング附属図書館 書架 ラウジング

上記をふまえたグループワーク



大学図書館の活用と情報探索 第6回 分類演習1 2015/11/17

1

大学図書館の活用と情報探索
第6回

「情報の組織化と検索：理論と実際」
（分類演習1）

2015年11月17日（火）

情報学研究科 黒橋禎夫教授

分類担当チーム演習補助者

はじめに

14：45‐15：10 分類を活用した資料探索について

15：10‐15：30 演習【課題A】

15：30‐15：50 フォークソノミーの活用について

15：50‐16：10 演習【課題B】

16：10‐16：15 課題提出、次回（11/27）の連絡



大学図書館の活用と情報探索 第6回 分類演習1 2015/11/17
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分類演習1

分類を活用した資料探索について
（日本十進分類法）

分類とは？（講義の復習）

• 分類する視点・観点によって異なる

例）書店では

ジャンル：スポーツ、園芸、語学、小説・・・

サイズ：文庫・新書コーナー

時間：新刊コーナー

• 図書館の本は分類ごとに並べられている。

日本十進分類法（NDC）がよく使われている。
＊NDC・・・Nippon Decimal Classification
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・デューイ十進分類法（DDC)

・国際十進分類法（UDC)

・コロン分類法

・米国議会図書館分類（LCC）

・日本十進分類法（NDC）

・国立国会図書館分類法（NDLC)

など

図書館における分類

京都大学では図書館・室ごとに様々な分類法が
使われている

各図書館内に分類表が掲示されていたり、図書館のHPにそ
の館の分類方法について紹介されている場合もあります。

附属図書館

吉田南総合図書館

文学部図書館

国立国会図書館分類法
（NDLC）
日本十進分類法（NDC）

独自に定めた分類など
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日本十進分類法（NDC）
＊NDC・・・Nippon Decimal Classification

0 総記

1 哲学

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

5 技術

6 産業

7 芸術

8 言語

9 文学

日本十進分類法（NDC）

0 総記

1 哲学・宗教

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

5 技術

6 産業

7 芸術

8 言語

9 文学

40 自然科学

41 数学

42 物理学

43 化学

44 天文学、宇宙科学

45 地球科学、地学

46 生物科学、一般生
物学

47 植物学

48 動物学

49 医学、薬学

410 数学
411 代数学
412 数論[整数学]
413 解析学

： ：

３次区分の中で、小数
点をつけてさらに細かく
分類することもある。
411.3 線形代数学
411.35 行列
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資料探索における分類の活用

・書名、著者名

・主題 （～について書かれた資料はないか）

レポート作成、卒業論文の執筆
⇒網羅的に資料を収集する必要がある

様々な方法を活用することが大切
分類は主題をもとに資料を探す際に有効

資料探索の手がかり

資料探索における分類の活用

• 同じ主題のものが集中する

• 体系的で階層性があり、関連する資料を探しやすい

• 書名などにキーワードが含まれていないものも探す
ことができる

• 1冊が複数の主題を持つこともある

• 新しいテーマ・分野への対応が難しい

複数の分類からアプローチするなど工夫が必要
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分類による資料探索のアプローチ

・ブラウジング （書架を眺める）

主題から目的の分類の見当をつけて、直接棚
を見に行く資料探索方法

・KULINEの分類検索を使う

下にスクロール・・・

• KULINEで分類番号を
確認する
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• リンクをクリックすると、その分類番号の本を検
索する = 同分野の他の本を検索できる

KULINEの分類検索

分類検索
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日本十進分類法
（NDC）9版を選択

第１階層が展開

第１階層
第２階層

第３階層

クリックして展開させていくと、
選択したグループの下位のグ
ループが表示される
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検索結果一覧

検索結果が表示される

前画面で選択した分類番号

詳細検索画面から検索する場合

選択画面から分類を選択し、
クリックして分類番号確定



大学図書館の活用と情報探索 第6回 分類演習1 2015/11/17

10

分類活用のポイント

• 体系的に整理されている

→ 関連するものの発見、新たな気付き

• KULINE上のすべての本の目録に分類番号が
付与されているわけではない

→ 資料探索には多面的な検索が必要

分類検索はそのひとつ

課題A

次の３つのテーマから２つを選択し、課題に
答えてください。

○テーマ
1 エネルギー問題と政策

2 ヒトの進化

3 難民の保護と政策
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選択したテーマに関連するキーワードをそれぞれ２つず
つ挙げてください。キーワードのどちらか、または両方を
使ってKULINEの詳細検索画面から検索し、それらをタイ
トルに含む図書を１冊ずつ選び、書名とNDC（日本十進
分類法）の分類番号3桁を答えてください。

※NDC分類番号は9版の分類番
号を回答すること。9版の記述が
なければ8版の分類番号を記入
してください。A‐2以下も同様です。

A‐1

書誌詳細画面

分類番号の確認（検索結果→書誌詳細画面）

NDC9版（なければ8版）の分
類番号を確認。今回は3桁
を答える。

NDC9：121.6 →

NDC9版の121 （哲学＞東洋思想＞日本思想）
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KULINEのNDC分類表をもとに、選択したテーマについ
て資料探索する際に有効と思われるNDC分類番号3桁
をそれぞれ考えられる限り複数挙げてください。

A‐2

第１階層
第２階層

第３階層

分類検索の表で分類番号を
確認する
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A‐2.で挙げたNDC分類番号3桁を用いてKULINEで分類
検索を行い、書名にA‐1.で挙げたキーワードを含まない

が、各テーマについて調べるのに役立つと思う図書を
1冊ずつ選んでください。

※必要に応じて、絞り込み検索を用いて件名などで目
当ての図書を絞り込んでください。

A‐3

件名で絞り込み検索
（例：日本思想）

件名による絞り込み検索
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絞り込み条件、結果一覧が
表示される。

件名による絞り込み検索

分類検索によって資料を探すことの利点と欠点を

述べてください。

A‐4
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解答方法

• 授業ページから解答用紙（ワードファイル）をダウンロード
して、デスクトップなどに保存し、解答を記入してください。

• 課題Aと課題Bは同じファイルで作成・提出すること。

• 提出はPandAから。提出方法は授業の最後に説明します。

• 締切: 【厳守】 2015/11/24（火） 17：00
＊授業後に質問があれば ensyu660@mail2.adm.kyoto‐u.ac.jp まで

お問い合わせください

<注意>
• 作成中の答案は消えてしまわないようにこまめに保存するようにすること。
• PCのデスクトップに保存したファイルはログアウトすると消えてしまうので、

ログアウトする前にUSBメモリなどに保存すること。

分類演習1（課題B）
フォークソノミーの活用
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カテゴリ検索

例） Yahoo!カテゴリ

ウェブサイトをカテゴリ別に分類したもの。
サービス提供側がカテゴリを作成して分類する。

上位階層にあるカテゴリ名を
クリック

下位階層に
あるカテゴリ

が表示

階層構造

フォークソノミー(folksonomy)

 folks(人々) + taxonomy(分類)

 利用者自らがウェブ上の情報に自由にタグ（目印
となるキーワード）を付与し、利用者間で共有

⇒共同作業による分類
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フォークソノミーの例

 Flickr（写真）

 YouTube（動画）

 Citeulike、 Mendeley、 Connotea（文献）

 Delicious、はてなブックマーク （webサイト）

ソーシャルブックマーク

はてなブックマークとは

ソーシャルブックマークサービスの１つ

 ウェブページをブックマークし、タグやコメントをつけて
整理する

→自分の収集した情報の整理

 ブックマークを公開し共有する

→・他の利用者が収集した情報や、ウェブページ に付与したタグ・

コメントを参照

・タグにより検索

⇒ウェブ上の情報検索・整理に活用
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はてなブックマークを使う
 事前準備
 はてなアカウント取得

 ブックマークレットの設定

 機能紹介

①ブックマークする

②自分のブックマークをみる

③タグをつけたページを検索する

④他のユーザのタグ・コメントをみる

⑤他のユーザがタグをつけたページを検索する

アカウント名（はてなID
）には、学生IDやECS-

IDを使わないこと！

事前準備：ブックマークレットの設定

① ログインする

授業ページのリンク集から、
http://b.hatena.ne.jp/register に接続する。

登録済み → ログイン
未登録 → ユーザ登録
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②ブックマークレットを設定する

の両方を追加してください。
右クリック→お気に入りに追加

セキュリティ警告：追加しようとしているお気に
入りは、安全でない可能性があります。続行し
ますか？
→「はい」をクリック

作成先：「お気に入りバー」に追加

※上記でうまくいかない場合は、
ページ下にあるリンクを設定して
ください。

※お気に入りバーが表示されない場合は、ページ上部のメニュー付近を右クリックして「お
気に入りバー」を 追加
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ブックマークしたいページを見つけて
お気に入りバーの
をクリック

①ブックマークする
⇒課題B-1,B-3

・タグとコメントを入力
する。

・タグは[ ]で囲む。

・[ ]を付けない部分は
コメントとして表示され
る。

例） [図書館][京都大学]情報検索への入口

→ タグ： [図書館][京都大学]

コメント：情報検索への入口

タグ、コメントの入力画面
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②自分のブックマークをみる

「マイページ」をクリック

※黒いラインに「ブックマーク」の表示がある方
は、「ブックマーク」を選択してください。

マイページ

自分のつけた
ブックマーク

タグ コメント

タグ・コメントを編集する

ブックマークを削除する

ログアウトするときはここをクリック
⇒プルダウンメニューから「ログアウト」を選択

※新旧デザインの違いによ
り、画面配置が違う場合があ
ります。内容はほぼ同じです

アカウントID
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③タグをつけたページを検索する

タグをクリック

マイページ

マイページ

自分がブックマークしたページ
のうち、選択したタグをつけた
もののみ検索される

自分のブックマークを対象にしたタグ検索結果
（タグ「図書館」で検索）
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④他のユーザのタグ・コメントをみる

「○○users」をクリック

⇒課題B-2

タグ
コメント

他のユーザのタグ・コメント
がすべて表示される

・
・
・



大学図書館の活用と情報探索 第6回 分類演習1 2015/11/17

24

⑤他のユーザがタグをつけたページを検索する

タグをクリック

⇒課題B-3

全体のブックマークから、
選択したタグがつけられ
たページが検索される

全体のブックマークを対象にしたタグ検索結果
（タグ「図書館」で検索）
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KULINEのタグ機能について

 2012年度より1年間試行運用ののち、本サービスに移行。

 当面は図書館・室によるタグ付け。利用者は検索が可能。

タグ検索

 ホーム画面で、簡
易検索下の「タグ
検索」をクリック。

 キーワードでタグ
を検索。表示され
ているリストから
も選択できる。

ホーム画面（簡易検索画面）



大学図書館の活用と情報探索 第6回 分類演習1 2015/11/17

26

課題B
B-1

京都大学ホームページに掲載されている研究成果のう
ち、2015年10月付の記事から自分の興味のあるものを3
つ選び、それぞれのページにタグとコメントを付けてはて
なブックマークに登録してください。

その際、タグは必ず複数付けてください。

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/
京都大学ホーム > 研究・産官学連携 > 研究成果

研究成果へのアクセス

ホーム > 研究・産官学連携 > 研究成果

京都大学ホームページ
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10月の日付のニュース
から選択

B-2

B-1でブックマークしたページに他のユーザが付

けたタグを確認し、自分の付けたタグと違うものが
あれば、どのような点に違いがあるか具体例を挙
げて、相違点を述べてください。（例：日本語と英語
の違い、植物とコムギなどの階層の違い、など。）

選択しているのが自分だけだった場合は、自分
の考えたタグの工夫した点を答えてください。
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B-3

B-1でブックマークした記事の中から1つ選択し

てください。その記事に自身が付けたタグと同じ
タグが付けられているページを全体のブックマ
ークから検索し、選んだ記事の内容に関連した
ページを3つブックマークしてください。

同じタグが付けられているページがない場合
は、選択した記事に他の利用者が付けたタグで
同様に検索し、選択した記事の内容に関連した
ページを3つブックマークしてください。

B-4

フォークソノミーのメリット、デメリットについて、カ
テゴリ検索のような、あらかじめ作成された既存の
分類体系に基づく情報検索と比較しながら考察して
ください。
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解答方法

 課題Aと同じ解答用紙（授業ページからダウンロードしたも
の）に記入し、PandAで提出。

 PCのデスクトップに保存したファイルはログアウトすると消
えるので、USBメモリやメールの保存機能を使って保存する
こと。

 解答用紙には、必ず、はてなアカウント（ID）を記入すること。
成績が出るまで、はてなブックマークを消さないように！

 締切: 【厳守】 2015/11/24（火） 17：00

＊授業後に質問があれば ensyu660@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp まで

お問い合わせください

 11/27（金）、附属図書館3階 ライブラリーホールで
行います。直接集合してください。

普段と、曜日と場所が異なります！！

 演習１の解答用紙に記入した、選択したテーマを
もとに、附属図書館で演習を行います。

用意できる人は、資料として、課題Aの解答用紙を

プリントアウトして持参してください。

次回（第７回）の授業に関する連絡
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大学図書館の活用と情報探索
第7回
「情報の組織化と検索：理論と実際」
（分類演習２）

2015年11月27日（金）４限

はじめに

 14：45 - 国立国会図書館分類法（NDLC）について

 15：05 - 演習：グループワーク【課題C-1～3】

 15：45 - グループ発表＆講評

 16：05 - 演習：個人【課題C-4】

 16：15 解答用紙提出
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前回までの復習 （11/10, 17）

図書分類法

日本十進分類法（NDC = Nippon Decimal Classification）：

十進法を用いた分類方法。すべての分類を０～９の数字の
組み合わせで表す。3桁の数字と、小数点以下の細分類か
らなる。

代数学・・・4（自然科学）＋1（数学）＋1（代数学）

→「411」

日本十進分類法（NDC）

0 総記

1  哲学・宗教

2  歴史

3  社会科学

4  自然科学

5  技術

6  産業

7  芸術

8  言語

9  文学

40  自然科学

41  数学

42  物理学

43  化学

44  天文学、宇宙科学

45  地球科学、地学

46  生物科学、一般生
物学

47  植物学

48  動物学

49  医学、薬学

410 数学
411 代数学
412 数論[整数学]

: ：

第３次区分の中で、小数
点をつけてさらに細かく
分類することもできる
411.3 線形代数学
411.35 行列
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国立国会図書館分類法（NDLC）とは

 National Diet Library Classification
国立国会図書館（NDL）が作成した分類法。

 アルファベットと数字の組み合わせで表す。

代数学・・・MA（数学）＋６１（代数学） →「MA61」

京大では附属図書館がNDLCを使用している。

NDLC分類表

大

細
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分類を活用した資料探索方法

 KULINE ・・・タイトル検索や分類検索を使って、目的

の本を絞り込む。

ブラウジング・・・分類であたりをつけて、書架を見て直接本

を探す。

思い浮かばなかった本に出会うことも。

演習（課題C）

グループワーク【C-1～3】
課題A（前回の授業）で選択したテーマごとに、

3～4名でグループを作る。

解答用紙をグループで１枚記入し、授業の最後に提出。

個人課題【C-4】
 グループワーク・発表をふまえて自身の意見をまとめる。

解答用紙を授業の最後に提出。
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 C-1
選択したテーマについて調べるのに有効と思われるNDLC（国立国会図書
館分類法）の分類番号を考えられる限り挙げてください。

※分類番号は解答例を参考に、「アルファベット+数字」で答えてください。

ただし、数字の区分に当てはまるものが無ければ、アルファベットだけでも構いません。

 C-2
C-1で挙げたNDLC分類番号の中で特に有効と思われるものをいくつか選
び、その分類番号の棚をブラウジングし、役立ちそうな図書を3冊選んでく
ださい。

 C-3
NDLCとNDC（日本十進分類法）を見比べて、選択したテーマにおけるそ
れぞれの分類体系の特徴等を比較してまとめてください。

（ポイント）

・テーマの分類番号の前後やその周辺にはどのようなものが分類されているか

・分類全体を見て、選択したテーマ（分野）はどう位置づけられているか

・テーマ（分野）の探しやすさ

附属図書館２階
ヒント：難民に関
する資料は、人権
図書コーナーにも
あります
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 15:05-15:45 C-1～3の課題解答+発表準備

 15:45-16:05 発表、講評

 16:05-16:15 C-4（個人課題）解答

 16：15 解答用紙提出

発表（15：45-16：05）

C-3でまとめた意見を発表していただきます

発表時間： １グループにつき ３分程度

発表者 ： １人でも複数人でも可

 ホワイトボード使用可

 15：45までの課題解答時間のなかで、発表準備も行うこと。
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グループ分け

 テーマ別に３～４人でグループ
を作り、問題用紙・解答用紙・
分類表のセットを１グループに
つき１セット受け取ってください。

 テーマは前回の授業で選んだ
もの

役割分担

例：タイムキーパー、発表者、

解答記入係

スライド（前）

ヒ
ト
の
進
化

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
政
策

難
民
の
保
護
と
政
策

発表（15：45-16：05）

 C-3
NDLCとNDC（日本十進分類法）を見比べて、選択した

テーマにおけるそれぞれの分類体系の特徴等を比較して
まとめてください。

ポイント

テーマの分類番号の前後やその周辺にはどのようなものが
分類されているか

分類全体を見て、選択したテーマ（分野）はどう位置づけら
れているか

テーマ（分野）の探しやすさ
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C-4解答・アンケート（16：15まで）

解答用紙は最後に必ず提出すること。

 アンケートも前方の机で回収します。

問題用紙と分類表は回収しません。

次回（第８回）の連絡

日にち: 12/1（火）

場所： メディアセンター南館203

 インターネット情報およびデータベースとその活用法に
ついて




